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高校情報科の授業におけ る生徒の学習意欲の促進 ・

減退要因の探索的検討

井 本 絵 里* 阪 東 哲 也** 森 山 潤*** 

本研究の目的は, 高校教科 「情報」 (以下, 情報科)の授業における生徒の学習意欲の実態把握を行い, 今後の授業改善

に向けた基礎的資料を得るこ と である。 兵庫県内の公立高校 2 年生346名を対象に, 情報科の授業に対する意識と学習意

欲が促進 さ れた ( または減退 さ れた) 場面や理由 を尋ねる自由記述調査を実施し た。 得ら れた自由記述を分類 ・ 整理 し た

結果, 学習意欲が促進さ れた場面や理由に関す るカ テ ゴリ と し て15カ テ ゴリ , 学習意欲が減退 さ れた場面や理由に関する

カ テ ゴリ と し て5カ テ ゴリ が抽出 さ れた。 こ れら のカ テ ゴリ と 性別 , 得意 ・ 不得意意識 と の関連性について検討 し たと こ

ろ , 学習意欲の促進には,実習内容の工夫が重要であるこ と が示唆 さ れた。 ま た, 「情報活用能力」 の習得期待と の関連性

について検討 し たと こ ろ,学習意欲の促進には 「情報の科学的な理解」 を高める学習指導の工夫が重要であ るこ と が示唆

さ れた . 
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1 は じ めに

本研究の目的は, 高校共通教科 「情報」 (以下, 情報

科) の学習におけ る生徒の学習意欲について, 探索的に

実態把握を行い, 今後の授業改善に向けた基礎的資料を

得 るこ と である。

我が国においては, 1986年に 「情報活用能力」 が 「基

礎 ・ 基本」 と し て位置づけ ら れたこ と によ り , その育成

が情報化社会におけ る学校教育の重要な役割の一 つと なっ

た' )。 その後, 1998年には, 「情報活用能力」 が 「情報

活用の実践力」 , 「情報の科学的な理解」 , 「情報社会に参

画する態度」 に整理さ れ, 中学校技術 ・ 家庭科技術分野

に内容 B 「情報と コ ン ピ ュ ータ」 が設定 さ れた 2)。 そ し

て, 翌1999年公示の学習指導要領より , 高校の教育課程

に新 し く 情報科が設置さ れた3)。 現行の2009年公示学習

指導要領では, 情報科には 「社会と情報」 , 「情報の科学」

の 2 科目が設置 さ れてい る 4)。
こ のよ う に, 高度情報化社会の到来に対 し て, 情報教

育 を推進させる学校教育の役割は大きい。 そのために情

報教育においては, 教材開発, カ リ キュ ラ ム開発 ・ 評価

と い っ た多岐にわた る分野の研究の蓄積が盛んに行われ

てき た。 例えば, 王 らは プロ グラ ミ ン グ学習におい て , 
動機づけ教授方法に着目 し た5)。 動機づけ型教材を作成

し , 従来の積み上げ型教材と の相対的な比較を行い, 学

習者の学習意欲に働きかけ る動機づけ型教材が情報教育

の目標を達成する上で効果的であるこ と を示 した。 また, 
和田らは, 大学生を対象と し た習熟度グループ別の調査

を行い , 学習意欲と習得 し た知識量の関連性 を検証 し

た 6)。 し か し , こ れらの先行研究はいずれも , 教材やカ

リ キュ ラ ムの開発に主眼が置かれ, 学習者の学習状況に

つい ては十分 な検討がな さ れてい ない。

こ れに対 し て, 情報教育の効果測定において学習者の

意識構造に着目 し た先行研究と し ては, 本村らの一連の

研究が挙げら れる。 本村らは学習者の実態把握のための

49 

理論的 な枠組みと し て , プルームの理論から 「認知 ・ 精

神運動 ・ 情意」 の 3 観点 を取り 上げ, 学習者の知識の構

造を見取るこ と によ り , 学習内容の理解度や態度を明ら

かに し て き た 7)8)。 そ れに加え て , 近年 では, 情報教育

カ リ キ ュ ラ ムの方向性 を検討す る ために, 「学習者の診

断 ・ 教授法改善 ・ カ リ キュ ラ ム」 を分析の対象 とす るぺ

レ グリ ー ノ の評価理論に基づいた研究を行っ ている。 学

習者の情報教育への習熟意欲と知識習得 と の関連性を検

討したと こ ろ, 学習意欲が高い学習者の方が知識の定着, 
情報用語の認知度が高いこ と を明 ら かに し てい る 9)'°)'')。 

こ れらの本村らの知見に基づけば, 情報教育が日標とす

る 「情報活用能力」 の育成には, 情報科の学習に対する

学習意欲の構造を把握す るこ と が肝要である と考え ら れ

る o

しかし , こ れまでの研究は, 情報科の授業で得 ら れた

知識構造を対象 と し ており , 授業過程におけ る学習意欲

を構造的に把握 し たものではない。 情報科の授業時にお

け る学習者の学習意欲の構造に関する先行研究は筆者ら

の知 る と こ ろ見当 たら ないのが現状である。

そこ で本研究では, 情報科の授業におけ る生徒の学習

意欲について探索的に実態把握を行い, 今後の授業改善

に向け た基礎的資料を得るこ と と し た。 

2 研究の方法

2.1 調査対象者と手続き

調査は兵庫県内の公立高校3校の教員に依頼し , 2013 
年 7 月に実施し た。 それぞれの公立高等学校 2 年生計

346名 (男子114名, 女子232名) を調査対象と し た。 情

報科の授業時に質問紙を配布 し , 一斉に回答を求めた。 

所要時間は15分程度であっ た。 

2.2 調査内容

(1 ) 調査対象者の状況を把握する項目

* 兵庫教育大学大学院修士課程 * * 兵庫教育大学大学院博士課程 * * * 兵庫教育大学大学院教育実践高度化専攻

平成26年10月23 日受理
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基本情報を得るために, 調査対象者の学年 ・ 性別, 情

報機器の活用状況, 1 年次の情報科学習で印象に残った

内容を問う 質問項目を設定した。

(2) 学習意欲の促進 ・ 減退場面を把握する項目

「やる気が出た (出なかっ た) 授業場面」 について自

由記述で回答を求めた。

(3) 情報学習の得意 ・ 不得意意識を把握する項目

「情報学習の得意 ・ 不得意意識」 では, 情報科の学習

を得意と感 じ る程度を問う 項目を設定 し た。 質問項目に

対 して, 「 4 : 得意」 , 「 3 : やや得意」 , 「 2 : ち よつと

苦手」, 「 1 : 苦手」 の4 件法で尋ねた。

(4) 「情報活用能力」 の習得期待を把握する項目

調査対象者の 「情報活用能力」 の習得期待を把握する

ために, 本村 ら ' ') が構成 し た項目を参考に, 情報教育

の目標と なっ ている 「情報活用能力」 の 3 要素 「情報活

用の実践力」 , 「情報の科学的な理解」 , 「情報社会に参画

する態度」 に対 し て, 身につけたいと思う 程度を問う 項

目を設定 し た。 各質問項目に対 し て, 「 4 : と ても身に

つけたい」 , 「 3 : まあまあ身につけたい」 , 「 2 : あまり

身につかな く てよい」 , 「 1 : ま っ た く 身につかな く てよ

い」 の 4 件法で回答を求めた。

実際の調査に使用 した調査票を図 1 に示す。 

3 結果及び考察

調査の結果, 有効回答数は全調査対象に対 し て, 284 
名 (男子95名, 女子189名) と なり , 有効回答率は82.1 
% であ っ た。 

次いで 「音楽 プレーヤー」 が76.9%, 「パソ コ ン」 が54.5 
% であり , タ ブレ ッ ト については11.2% と 最も少なかっ

た。

履修し た情報科の授業で印象に残っ ている学習内容に

つい て集計 し た と こ ろ , 「 プ レゼ ンテ ーシ ョ ン」 が65.1 
%, 「表計算」 が41.9%, 「アニメ ーシ ョ ン」 が30.3% と
な っ た。 その他, 「文書作成」 や 「情報モ ラ ル」 が印象

に残っ てい る学習内容と し て挙げら れた。 上記の実態を

持つ調査対象者の反応と し て, 以下の分析を進める。 

3.2 学習意欲の促進 ・ 減退要因の抽出

調査対象者が情報科の授業で学習意欲が促進あるいは

減退 し た場面や理由 を尋ねた自由記述と し て, 計413 コ
メ ン ト が得 ら れた。 得 ら れた コ メ ン ト を教職経験年数10 
年以上の教員 と協議 し , ①学習意欲が促進する場面と理

由 (以下, 学習意欲促進状況) に関す る コ メ ン ト , ②学

習意欲が減退する場面と理由 (以下, 学習意欲減退状況) 
に関す る コ メ ン ト に大別 し た後, コ メ ン ト を カ テ ゴリ 化

して整理する質的内容分析を行った'2)。

(1 ) 学習意欲促進状況カ テ ゴリ

学習意欲促進状況を表す339 コ メ ント からは計15カ テ

ゴリ が抽出さ れた (表 2 ) 。 1 つ目に 「筆記よ り 実技 メ

イ ンの授業は楽 し く て好き だっ た。」 , 「文書作成や表計

算 を使 っ て自分で表な どを作 っ た時にやる気が出た。」

な どの, 実習によ っ て学習意欲が促進 さ れた場面に関す

る70コ メ ン ト を 「実習によ る実践的な学びの魅力」 カ テ

ゴリ と し た。 2 つ目に 「パソ コ ンを触るのが好き なので

普通にやる気が出た。」 , 「パ ソ コ ンを使う こ と に対 し て

3.1 調査対象者の状況 やる気が出た。」 な どの ICT を扱う こ と によ っ て学習意

調査対象者の情報機器の活用状況を表 1 に整理し た。 欲が促進 さ れた場面に関す る48 コ メ ン ト を 「 ICT に対す

「日常的に使 っ てい る」 , 「時々使 っ てい る」 デバイ スに る興味 ・ 関心の高さ」 カ テ ゴリ と し た。 3 つ日に 「少 し

ついては, スマー ト フ オンの回答率が91.9% と最も高 く , やり 方が分かつ、て情報処理がき ち んと でき たと きは気分

表 1 情報機器の活用状況

パソコン 携帯電話 音楽プレーヤー タブレツト スマートフオン

日 常的に使っている

時々使っている

ほとんど使っていない

まったく使っていない

9
16

1
8
 

3
1

7
5
 

13.7% 
40.8% 
25.0% 
20.4% 

8
 

8
 

7
 

9
 

9
 

8
 

27.5% 
3.2% 
3.2% 
66.2% 

2 2
4

4
4
 

1
9

2
4
 

43.0% 
33.1%
8.5% 
15.5% 

6
6

9
33

 
1

1
1

2
 

5.6% 
5.6% 
6.7% 
82.0% 

7
 

2
 

5
 

4
 

1
 

2
 

2
 90.5%

1.4% 
0.4% 
7.7% 

表 2 学習意欲促進状況 カ テ ゴリ

実習による実践的な学びの魅力 筆記より実技メインの授業は楽しくて好きだった。
ICTに対する興味・ 関心の高さ パソコンを触るのが好きなので普通にやる気が出た。

既習得の知識・ 操作スキルの向上 少しやり方が分かって情報処理がきちんとできたときは気分も上がり楽しくなった。

自己の興味・ 関心を活かせる実習課題 自分が知つてることや, 関心のあることに関する授業はやる気が出た。

他者との協力・ 協働 グループで協力して一つのものを作るときやる気が出た。

実習を自ら経験することの楽しさ 自分でオリジナルのものを作るときやる気が出た。

問題解決における工夫の余地 CMを作るときに音楽を出すタイミング, 宇体, 映像の出し方に積極的に取り組めてやる気が出た。 

新しい知識・ 操作スキルの習得 自分の知らないことを習ったときやる気が出た。

現在の生活における有用性 情報の整理など, 普段使いそうなことを教えてもらえるときやる気が出た。

将来の生活における有用性 表計算など, 社会に出て仕事するうえで必要になりそうなことを教えてもらっているときやる気が出た

作品完成時の達成感 CM作成は大変ですごく時間がかかったけど達成感がすごくて良かった。

未経験の活動への興味 パソコンを使って今までやったことないようなことをやるときにやる気が出た。

学習内容の幅広さや奥深さへの気づき いろんな使い方があって興味がわいた。

実習課題の難易度の低さ サクサクと簡単に作業が進むときはやる気が出た。

自分のアイディアを発表する機会 CMづくりの時みんなに見られるから話や絵を頑張った。

その他
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図1 調査票

も上がり 楽 し く な っ た。」 , 「表計算の難 し い関数 を使っ

て解 く 問題が理解で き たと き やる気が出た。」 な どの知

識や技術の向上によ っ て学習意欲が促進 さ れた場面に関

する32 コ メ ン ト を 「既修得の知識 ・ 操作スキルの向上」

カ テ ゴリ と し た。 4 つ日 に 「自分が知 つてい る こ と や, 
関心のある こ と に関す る授業はやる気が出 た。」 , 「自分

の興味のあ る内容 を学ぶと き やる気が出た。」 な どの自

ら の興味 ・ 関心から学習意欲が促進 さ れた場面に関す る

27コ メ ン ト を 「自己の興味 ・ 関心を活かせる実習課題」

カ テ ゴリ と し た。 5 つ日に 「 グループで協力 し て一つの

も の を作 る と き やる気が出た。」 , 「cM づ く り で , みん
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なで一つのも の を作 ろ う と す る と き や る気が出 た。」 な

どの他者 と の関わり によ っ て学習意欲が促進 さ れた場面

に関す る24コ メ ン ト を 「他者と の協力 ・ 協働」 カ テ ゴリ

と し た。 6 つ目に 「自分で オリ ジナルのも のを作 ろ う と

す る と き やる気が出た。」 , 「 プレゼ ンが大変だけ ど自分

一人で行 う も のなので責任 も あ っ てやる気が出た。」 な

どの自 ら実習に取り 組むこ と によ っ て学習意欲が促進 さ

れた場面に関する20コ メ ン ト を 「実習 を自ら経験するこ

と の楽 し さ」 カ テ ゴリ と し た。 7 つ目に 「CM を作 る と

き に音楽 を出す タイ ミ ング, 字体, 映像の出 し方に積極

的に取 り 組めてやる気が出た。」 , 「 プレ ゼ ンの時にわか
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り やす く 見やす く パワーポイ ン ト を作 るのが難 し く て, 
で も楽 し く て , やる気が出た。」 な どの自分で工夫す る

こ と によ っ て学習意欲が促進 さ れた場面に関す る17 コ メ

ン ト を 「問題解決におけ る工夫の余地」 カ テ ゴリ と した。 

8 つ目に 「自分の知ら ない こ と を習 っ たと きやる気が出

た。」 , 「授業で教え て も ら っ た操作ができ るよ う にな っ

た と き やる気が出た。」 な どの新 し い内容 を学ぶこ と に

よ っ て学習意欲が促進 さ れた場面に関す る15 コ メ ン ト を

「新 し い知識 ・ 操作 スキルの習得」 カ テ ゴリ と し た。 9 
つ目に 「情報の整理な ど, 普段使いそう なこ と を教え て

も らえ る時やる気が出た。」 , 「情報モ ラルやセキユリ テ イ

に関する授業は日常生活に関わり あるので し っかり 学ん

で実践 し て みよ う と 思 っ た ためや る気が出 た。」 な どの

実生活での有用感から学習意欲が促進さ れた場面に関す

る11コ メ ン ト を 「現在の生活におけ る有用性」 カ テ ゴリ

と し た。 10つ目に 「表計算な ど, 社会に出て仕事をする

う え で必要にな り そう なこ と を教え て も ら っ てい る と き

やる気が出た。」 , 「社会に出た ら ほと ん どパ ソ コ ンで仕

事 をす るこ と が多いので , 出来 るだけ身につけ たい と 思

いやる気が出た。」 な どの将来のために学習す る こ と に

よ っ て学習意欲が促進 さ れた場面に関す る 9 コ メ ン ト を

「将来の生活におけ る有用性」 カ テ ゴリ と し た。 11つ目

に 「CM 作成は大変です ご く 時間がかかっ たけ ど達成感

がす ご く て良かっ た。」 , 「 ス ラ イ ド をつ く るのは初めで

き なかっ たが慣れてき て満足す る も のがつ く れる と す ご

く 楽 し かっ た。」 な どの何かを作 り 上げ る こ と によ っ て

学習意欲が促進さ れた場面に関する 7 コ メ ン ト を 「作品

完成時の達成感」 カ テ ゴリ と した。 12つ目に 「パソ コ ン

と使っ て今までやっ たこ と ないよ う なこ と をやる気時に

やる気が出た。」 , 「新 しい分野に入ると きやる気が出た。」

な どの新 しい こ と に対す る興味から学習意欲が促進 さ れ

た場面に関す る 6 コ メ ン ト を 「未経験の活動への興味」

カ テ ゴリ と し た。 13つ目に 「い ろ んな使い方があっ て興

味がわいた。」 , 「単語を覚え たり すると こ ろは苦手だっ

たけ ど, こ んなこ と も で き るのかと思う く ら いにハイ テ

ク で そのやり 方 を身 につけ たい と 思 っ た。」 な どの学習

によ っ て更にその内容に興味 を抱 く こ と から学習意欲が

促進 さ れた場面に関する 6 コ メ ン ト を 「学習内容の幅広

さや奥深 さへの気づき」 カ テ ゴリ と し た。 14つ日に 「サ

ク サク と 簡単に作業が進むと きはやる気が出た。」 , 「表

計算は中学校の時に授業で少 しやっ ていたのでやる気が

出た し , 楽 し みながら で き た。」 な どの自分に と っ て課

題の難易度が低いこ と から学習意欲が促進さ れた場面に

関す る 5 コ メ ン ト を 「実習課題の難易度の低 さ」 カ テ ゴ

リ と し た。 15つ目に 「cM づ く り の時みんなに見ら れる

から話や絵 を頑張 っ た。」 , 「情報につい てま と めて ク ラ

スで プレ ゼ ンす る と き やる気が出 た。」 な どの人前で自

己表す るこ と によ っ て学習意欲が促進さ れた場面に関す

る 5 コ メ ン ト を 「自分のアイ ディ アを発表す る機会」 と

し た。 上記の どの カ テ ゴリ に も属 さ ない37 コ メ ン ト を

「 その他」 と し , 分析からは除外 し た。

(2) 学習意欲減退状況カ テ ゴリ

学習意欲減退状況に関する74 コ メ ント からは計 5 カ テ

ゴリ が抽出 さ れた (表 3 ) 。 1 つ目に 「パソ コ ンが嫌い

なのでパ ソ コ ン を使 う 授業はやる気が出 なか っ た。」 , 
「パ ソ コ ンが苦手なので みんなに追い つけ なかっ たり 間

違え たり し た と き やる気が出なかっ た。」 な どの, も と

も と ICT に対す る苦手意識があ る こ と で学習意欲が減

退 さ れた場面に関する29コ メ ン ト を 「 ICT に対する苦手

意識」 カ テ ゴリ と し た。 2 つ目に 「あまり 情報に興味が

ないのでやる気が出なかっ た。」 , 「パソ コ ンを一時間ずっ

と 使 っ て授業す る と き や る気が出 な か っ た。」 な どの

ICT を扱う こ と で学習意欲が減退さ れた場面に関する22 
コ メ ン ト を 「 ICT に対す る興味 ・ 関心の低 さ」 カ テ ゴリ

と し た。 3 つ目に 「表計算や文書作成は自分でやるには

なかなか手 こ ず っ てやる気が出なかっ た。」 , 「文書作成

な どは将来の役に立つだろ う と思 っ ていたが, 細かい作

業は難 し く てやる気が出なかっ た。」 な どの難易度の高

さ によ っ て学習意欲が減退 さ れた場面に関す る11 コ メ ン

ト を 「実習中の作業の難し さ」 カ テゴリ と した。 4 つ日

に 「基本的 にはやる気はあ っ たが, 進むのが速す ぎて ど

ん どん遅れてい く と やる気が下が る。」 , 「や る気はあ っ

て も周り に追いつけずに自分だけ次に進めないこ と がい

ら い ら し た。」 な どの作業の遅れによ っ て学習意欲が減

退 さ れた場面に関す る 8 コ メ ン ト を 「実習中の進度の遅

れ」 カ テ ゴリ と し た。 5 つ日に 「16進法や 2 進法の計算

で い たと き やる気が出なかっ た。」 , 「計算 と かにな る

と い き な り 難 し く な っ てやる気が出なかっ た。」 な どの

実習以外の学習によ っ て学習意欲が減退 さ れた場面に関

する 4 コ メ ント を 「知識理解の困難さ」 カ テ ゴリ と し た。 

上記のどのカ テ ゴリ にも属 さ ない 9 コ メ ン ト を 「その他」

と し , 分析からは除外 し た。 

3.3 性別と の関連性

学習意欲促進 ・ 減退状況の各 カ テ ゴリ に該当す る コ メ

ント の頻度と割合 を男女別に集計 し た (表 4 , 表 5 ) 。 

その結果, 学習意欲促進状況では, 男女と もに 「実習に

よ る実践的な学びの魅力」 の割合が最 も多 かっ た。 :x;2 検
定の結果, 「 ICT に対す る興味 ・ 関心の高 さ」 で , 有意

な偏り が見ら れ, 女子より も男子の回答率が高いこ と が

表 3 学習意欲減退状況 カ テ ゴリーカテゴリ名 コメント例

ICTに対する苦手意識
ICTに対する興味・ 関心の低さ

実習中の作業の難しさ

実習中の進度の遅れ

知識理解の困難さ

その他

パソコンが嫌いなのでパソコンを使う授業はやる気が出なかった。

あまり情報に興味がないのでやる気が出なかった。

表計算や文書作成は自分でやるにはなかなか手こずってやる気が出なかった。

基本的にやる気はあったが, 進むのが早すぎてどんどん遅れていくとやる気が下がる。 

16 進法や12 進法の計算で願いたときやる気が出なかった。 
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表 4 学習意欲促進状況 カ テ ゴリ と性別と の関連性
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性別 1 n- ' ) A 、
カテゴリ名 男子( =95) 

_
女子( =189) ' '- - u'ノ 群間の差の検定

_
度数 割合 度数 割合 度数 割合
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37 

24.6% 2(1)=0.57
16.9% 2(1)=5.43
11.3% 2(1)=0.46
9.5% 2(1)=0.76
8.5% 2(1)=0.84
7.0% 2(1)=0.41
6.0% 2(1)=0.13
5.3% 2(1)=0.31
3.9% 2(1)=1.33
3.2% 2(1)=0.00
2.5% 2(1)=1.69
2.1% 直接確率計算 p=0.10 
2.1% 直接確率計算 p=0.10 
1.8% 直接確率計算 p=0.17 
1.8% 2(1)=0.45 
13.0% 

表 5 学習意欲減退状況 カ テ ゴリ と性別と の関連性
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n:-
 n-

 

性別
全 n= 4、

カテゴリ名 

_
男子( =95) 

_
女子( =189) 一 、一 ー ノ 

群間の差の検定
度数 割合 度数 割合 度数 割合

ICTに対する苦手意識 7 7.4% 22 11.6% 29 10.2% 2(1)=1.26 n.s. 
ICTに対する興味・関心の低さ 7 7.4% 15 7.9% 22 7.7% χ2(1)=0.03 n.s. 
実習中の作業の難しさ 2 2.1% 9 4.8% 11 3.9% 2(1)=1.33 n.s. 
実習中の進度の遅れ 2 2.1% 6 3.2% 8 2.8% 2(1)=0.28 n.s. 
知識理解の困難さ 2 2.1% 2 1.1% 4 1.4% χ2(1)=0.47 n.s. 
その他 6 6.3% 3 1.6% 9 3.2% 2(1)=4.27 * 
* p<.05 

示 さ れた (x2= 5.43, pく.05) 。 一方, 学習意欲減退状況

では, 男女と も に 「 ICT に対する苦手意識」 の割合が最

も高かっ た。 x2 検定の結果, 学習意欲減退状況では, 性

別におい て有意な偏り は認めら れなかっ た。

こ れら の結果から , 男子においては情報科の授業その

も のに対す る意識と比べて, ICT に対す る興味 ・ 関心の

高 さ と い っ た情報機器に対す る意識が女子よ り も強 く 影

響す るこ と が示 さ れた。 男子につい ては, 身近な デバイ

ス を意識 させるこ と によ っ て , 情報科の学習意欲がよ り

高ま るのではないかと考え ら れる。 ま た, 男女 と も に, 
実習活動の実践的魅力が学習意欲を促進させるこ と が示

さ れた。 情報科の学習意欲 を高めるためには, 実習内容

の工夫が重要な手立てになる ものと考え ら れる。 一方, 
学習意欲 を減退 させる要因 と し ては, 授業そのも のに対

する意識ではな く , ICT に対する苦手意識や興味 ・ 関心

の低 さ が強 く 影響 を及ぼすこ と が明 ら かにな っ た。 ICT 
を使う 実習は学習意欲を促進させる要因になる一方で, 
ICT 活用が苦手だと感 じる学習者にと っては学習意欲を

減退 させる要因にも なり う るこ と が指摘でき る。 

3.4 情報学習の得意 ・ 不得意意識との関連性

情報科の授業に対 し て 「得意」 , 「まあまあ得意」 と回

答 した調査対象者を得意群 (122名) , 「まあまあ苦手」

「苦手」 と回答 した調査対象者を不得意群 (162名) と し

た。

学習意欲促進状況 ・ 減退状況の各カ テ ゴリ に該当する

コ メ ン ト の頻度 と 割合 を得意 ・ 不得意群別に集計 し た

(表 6 , 表 7 ) 。 )c2 検定の結果, 学習意欲促進状況では, 
「実習による実践的な学びの魅力」 , 「 ICT に対する興味 ・ 

関心の高 さ」 , 「既習得の知識 ・ 操作スキルの向上」 , 「実

習を自ら経験するこ との楽 し さ」 , 「間題解決における工

夫の余地」, 「新しい知識 ・ 操作スキルの習得」, 「作品完

成時の達成感」 の 7 項目において, 偏り が有意傾向 を示

し, いずれの場合も得意群の回答率が不得意群より高かっ

た (p<.1) 。 一方, 学習意欲減退状況については, 「 ICT 
に対する苦手意識」 , 「 ICT に対する興味 ・ 関心の低さ」 , 
「実習中の作業の難し さ」 の 3 項目において, 偏り が有

意傾向を示 し , 不得意群の回答率が得意群より 高かった

(p<.1) o
こ れらのこ と から , 情報学習に対 し て得意意識を有す

る生徒には 「実習によ る実践的な学びの魅力」 や 「実習

を自 ら経験す るこ と の楽 し さ」 と い っ た実習に関す る要

因や 「既習得の知識 ・ 操作スキルの向上」, 「新しい知識 ・ 

操作スキルの習得」 と い っ たスキルに関す る要因が学習

意欲を高める上で重要な役割 を有 し ているこ と が示 さ れ

た。 一方, 情報学習に不得意意識を抱 く 生徒は, 実習の
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表 6 学習意欲促進状況 カテ ゴリ と得意 ・ 不得意意識と の関連性

得意・ 不得意

カテゴリ名 得意(fl=95) 不得意( fl=189) 群間の差の検定

_
頻度 割合 頻度 割合

実習による実践的な学びの魅力

ICTに対する興味・ 関心の高さ

既習得の知識・ 操作スキルの向上

自己の興味・ 関心を活かせる実習課題

他者との協力・ 協働

実習を自ら経験することの楽しさ

問題解決における工夫の余地

新しい知識・ 操作スキルの習得

現在の生活における有用性

将来の生活における有用性

作品完成時の達成感

未経験の活動への興味

学習内容の幅広さや奥深さへの気づき

実習課題の難易度の低さ

自分のアイディアを発表する機会
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†
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n. s 
n. s
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n. s 
n. s 
n. s 
n. s 

その他 16 31.4% 21 29.6% 2(1)=1.83 n.s. 
† p<.10 * p<.05 * * p<.01

表 7 学習意欲減退状況 カテ ゴリ と得意 ・ 不得意意識と の関連性

得意・不得意

カテゴリ名 得意(f2,=95) 不得意(fl,=189) 群間の差の検定

_
頻度 割合 頻度 割合

ICTに対する苦手意識 3 3.2% < 26 16.0% 2(1)=7.75 ** 
ICTに対する興味・関心の低さ 3 3.2% < 19 11.7% 2(1)=4.21 * 
実習中の作業の難しさ 1 1.1% < 10 6.2% 2(1)=3.75 †

実習中の進度の遅れ 4 4.2% 4 2.5% 2(1)=0.96 n.s. 
知識理解の困難さ 1 1.1% 3 1.9% 2(1)=0.14 n.s. 
そ の他 2 2 .1 % 7 4 .3% 2(1 )=0.56 n. s. 

p<.10 * p<.05 ** p<.01 
表 8 「情報活用能力」 への習得期待

性別

習得期待 男子(.a=95) 女子(.f2,=189) 
全体(f2,=284) 

平均 S.D. 平均 S.D. 平均 S.D 
「情報活用の実践力」への習得期待

「情報の科学的な理解」への習得期待

「情報社会に参画する態度」 への習得期待

3.31 
2.78 
3.12 

0.70 
0.85 
0.84 

3.24 
2.54 
3.04 

0.63 
0.80 
0.78 

3.27 
2.62 
3.07 

0.65 
0.82 
0.80 

作業の難 し さが学習意欲の減退につながっ てい る こ と が

示 さ れた。 ま た, ICT (特にパソ コ ン) に対す る苦手意

識や興味 ・ 関心の低 さ が学習意欲の減退につながっ てい

るこ と が示 さ れた。 こ の結果は, スマ ー ト フ オンの日常

的な使用がパソ コ ンよ り も高い と いう 本調査対象者の実

態に起因する可能性も考え ら れる。 言い換え れば, 情報

科の授業で教員は, 授業以前の段階で , パソ コ ンな どの

ICT 機器に対する苦手意識を持ち, 興味 ・ 関心や学習意

欲の低い生徒が既に存在 し てい るこ と に留意す る必要が

あ る。 

3.5 「情報活用能力」 の習得期待と の関連性

「情報活用能力」 の習得期待と し て, 「情報活用の実

践力」 への習得期待, 「情報社会に参画する態度」 への

習得期待, 「情報の科学的な理解」 への習得期待の各平

均値と 標準偏差 を算出 し た (表 8 ) 。 得 ら れた平均値を

基に, 平均値より 高得点の調査対象者を上位群, 平均値

より 低得点の調査対象者を下位群と して設定した。

学習意欲促進状況 ・ 減退状況の各カ テ ゴリ に該当する

コメ ントの頻度と割合を 「情報活用能力」 の習得期待上 ・ 

下位群別に集計し , x2 検定を行った。 学習意欲促進状況

と の関連性を表 9 ~ 11 に, 学習意欲減退状況と の関連性
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表 9 学習意欲促進状況カ テゴリ と 「情報活用の実践力」 への習得期待と の関連性
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カテゴリ名
「情報活用の実践力」への習得期待_

上位群(.n=107) 

_
下位群( f,=177) 群間の差の検定

_
頻度 割合 頻度 割合

実習による実践的な学びの魅力

ICTに対する興味・ 関心の高さ

既習得の知識・ 操作スキルの向上

自己の興味・ 関心を活かせる実習課題

他者との協力・ 協働

実習を自ら経験することの楽しさ

問題解決における工夫の余地

新しい知識・ 操作スキルの習得

現在の生活における有用性

将来の生活における有用性

作品完成時の達成感

未経験の活動への興味

学習内容の幅広さや奥深さへの気づき

実習課題の難易度の低さ

自分のアイディアを発表する機会

2 5
3 0

1 1
1 1

1 0
5

5
8

4
6

2
2

3
2

3
 

4 %
0 %

3 %
3 %

%
%

%
%

%
%

%
%

%
%

%
 

. 
. 

. 
.

3
7

7
5

7
6

9
9

8
9

8
 

2 3
2 8

1 0
1 0

9
4

4'
7

3
5

1
1

2
1

2
 

4 5
1 8

2 1
1 6

1 4
1 5

1 2
7

7
3

5
4

3
3

2
 

4 %
2 %

9 %
%

%
%

%
%

%
%

%
%

%
%

%
 

. 
. 

.
0

9
5

8
0

0
7

8
3

7
7

1
 

2 5
1 0

1 1
9

7
8

6
4

4
1

2
2

1
1'

1
 

5
6

7
2

8
7

3
5

1
0

6
5

8
1

4
 

1
1

1
1

1
4

5
6

0
2

2
0

3
0

0
 

0
15

0
0

0
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0
1'

0
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0
0

0
0
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2
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** .S
.S

 
.S

 
.S

 
.S

 
.S

 
.S

†

.S
 

.S
 

.S
 

.S
 
.S

 

その他 7 6.5% 30 16.9% 2(1)=6.37 * 
p<.10 * p<.05 ** p<.01

表10 学習意欲促進状況カテゴリ と 「情報の科学的な理解」 への習得期待と の関連性

「情報の科学的な理解」への習得期待

カテゴリ名 上位群(.fl,=156) 下位群(.fl,=128) 群間の差の検定

_
頻度 割合 頻度 割合

実習による実践的な学びの魅力

ICTに対する興味・ 関心の高さ

既習得の知識・ 操作スキルの向上

自己の興味・ 関心を活かせる実習課題

他者との協力・ 協働

実習を自ら経験することの楽しさ

問題解決における工夫の余地

新しい知識・ 操作スキルの習得

現在の生活における有用性

将来の生活における有用性

作品完成時の達成感

未経験の活動への興味

学習内容の幅広さや奥深さへの気づき

実習課題の難易度の低さ

自分のアイディアを発表する機会

4 5
3 6

1 4
1 5

9
1 2

6
9

6
4

4
4

4
3

4
 

102.3% 
81.8% 
31.8% 
34.1% 
20.5% 
27.3% 
13.6% 
20.5% 
13.6%
9.1% 
9.1% 
9.1% 
9.1% 
6.8% 
9.1% 

>
 

>
 

2 5
1 2

1 8
1 2

1 5
8

1 1
6

5
5

3
2

2
2

1
 

4 %
%

%
%
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%

%
%

%
%

%
%

%
%
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5
0

3
3

6
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1
1
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8

8
8
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1 0
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7
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6
3
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2

2
2'

1
0

0
0

0
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0
2
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2
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0
1
 

1
 

5
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1
 

2
4

8
0

2
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8
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0
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3
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1
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0
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†
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†

.S

†

.S
 

. S 
.S
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.S

 
.S

 
n:-

n-
 

n-
 

その他 19 43.2% 18 7.5% 2(1)=0.22 n.s 
t p<.10 * p<.05 ** p<.01 

を表12~ 14にそれぞれ示す。 その結果, 学習意欲促進状

況においては, 「情報活用能力」 3 要素すべての習得期

待で , 「 ICT に対する興味 ・ 関心の高さ」 の回答数に有

意な偏り が認めら れ, 上位群の回答率が下位群より高かっ

た (p<.01) 。 こ のこ と から , 「情報活用能力」 への習得

期待 と ICT に対す る興味 ・ 関心の高 さ は関連があり , 
学習意欲促進のための重要な役割 を担 っ てい る可能性が

示唆 さ れた。 また, 「情報の科学的 な理解」 への習得期

待 に関 し ては, 「実習によ る実践的 な学 びの魅力」 , 「他

者と の協力 ・ 協働」 , 「問題解決におけ る工夫の余地」 に

おいて, 回答数の偏り が有意傾向 を示 し, 上位群の方が

下位群より も回答率が高かった (p<.1)。

一方, 学習意欲減退状況では 「実習中の作業の難し さ」

において 「情報活用能力」 3 要素すべての習得期待で有

意な偏り が認めら れた (p<.05) 。 「情報活用の実践力」

と 「情報社会に参画する態度」 への習得期待においては, 
いず れも 上位群の回答率が下位群 よ り も高か っ たが, 
「情報の科学的な理解」 への習得期待では下位群の回答

率が高かっ た。

こ れら のこ と から , 「情報活用の実践力」 と 「情報社
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表11 学習意欲促進状況カテゴリ と 「情報社会に参画する態度」 への習得期待と の関連性

カテゴリ名
「情報社会に参画する態度」への習得期待

上位群(f,=93) 下位群( fl=191) 群間の差の検定

_
頻度 割合 頻度 割合

実習による実践的な学びの魅力

ICTに対する興味・ 関心の高さ

既習得の知識・ 操作スキルの向上

自己の興味・ 関心を活かせる実習課題

他者との協力・ 協働

実習を自ら経験することの楽しさ

問題解決における工夫の余地

新しい知識・ 操作スキルの習得

現在の生活における有用性

将来の生活における有用性

作品完成時の達成感

未経験の活動への興味

学習内容の幅広さや奥深さへの気づき

実習課題の難易度の低さ

自分のアイディアを発表する機会

1 9
2 7

1 1
9

4
3

6
4

5
7

1
2

4
0

3
 

4 %
0 %

8 %
 

%
 

%
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%
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3

6
4'
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その他 8 8.6% 29 15.2% 2(1)=2.39 n.s. 
† p<.10 * p<.05 * * p<.01 

表12 学習意欲減退状況カ テゴリ と 「情報活用の実践力」 への習得期待と の関連性

「情報活用の実践力」への習得期待

カテゴリ名 上位群(.a=107) 下位群(.f2,=177) 群間の差の検定

_
頻度 割合 頻度 割合

ICTに対する苦手意識 9 8.4% 20 11.3% 2(1)=0.22 n.s. 
ICTに対する興味・関心の低さ 4 3.7% 18 10.2% χ2(1)=2.59 n.s. 
実習中の作業の難しさ 7 6.5% > 4 2.3% 2(1)=3.91 * 
実習中の進度の遅れ 5 4.7% 3 1.7% 2(1)=2.59 n.s. 
知識理解の困難さ 2 1.9% 2 1.1% 2(1)=0.39 n.s. 
そ の他 2 1 .9% 7 4 .0% 2(1 )=0.71 n. s. 
* p<.05 

表13 学習意欲減退状況カテゴリ と 「情報の科学的な理解」 への習得期待と の関連性

「情報の科学的な理解」への習得期待

カテゴリ名 上位群(fl,=156) 下位群(.a=128) 群間の差の検定

頻度 割合 頻度 割合

ICTに対する苦手意識 2 4.5% < 27 11.3% 2(1)=30.10 ** 
ICTに対する興味・関心の低さ 0 0.0% < 22 9.2% 直接確率計算 p=0.00 ** 
実習中の作業の難しさ 1 2.3% < 10 4.2% 2(1)=10.81 ** 
実習中の進度の遅れ 0 0.0% < 8 3.3% 直接確率計算 p=0.00 ** 
知識理解の困難さ 1 2.3% 3 1.3% χ2(1)=1.50 n.s. 
そ の他 2 4 .5% 7 2 .9% 2(1 )=4 .15 ** 
** p<.01 

会に参画する態度」 への習得期待が高い生徒は, 情報科

の学習で知識 ・ スキルを習得 したい と考え ているが, 実

習作業の困難さ によ っ てそれが達成でき ないと感 じ ると , 
学習意欲 を減退 さ せ る方略 ( セルフハ ンデイ キ ヤツピ ン

グ'3)) を選択する可能性が示唆 さ れた。 実習作業 を生徒

の実態に応 じ てスモ ールス テ ッ プで設定す る こ と によ っ

て, 当初の習得期待 を維持 し たまま , 学習意欲が促進 さ

れた状態で学習に取り 組むこ と ができ る可能性がある と

考え ら れる。 また, 「情報の科学的な理解」 の習得期待

の低 さは, 学習意欲の減退に大き く 影響 し てい る と考え

ら れる。 前述 し たよ う に, 生徒の ICT 機器に対す る興

味 ・ 関心や得意 ・ 不得意意識等の状況 を勘案 し つつ, 
「情報の科学的な理解」 の志向性を高める こ と によ っ て, 
学習意欲の促進を図る学習指導方法の工夫が求めら れよ
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表14 学習意欲減退状況カテゴリ と 「情報社会に参画する態度」 への習得期待と の関連性

57 

「情報社会に参画する態度」への習得期待
カテゴリ名 

_
上位群(.f2,=93) 

_
下位群( =191) 群間の差の検定

_
頻度 割合 頻度 割合

ICTに対する苦手意識 7 7.5% 22 11.5% 2(1)=1.09 n.s. 
ICTに対する興味・関心の低さ 5 5.4% 17 8.9% 2(1)=1.0g n.s. 
実習中の作業の難しさ 7 7.5% > 4 2.1% 2(1)=4.58 * 
実習中の進度の遅れ 3 3.2% 5 2.6% 2(1)=0.08 n.s. 
知識理解の困難さ 2 2.2% 2 1.0% χ2(1)=0.51 n.s. 
そ の他 2 2 .2% 7 3 .7% 2(1 )=0.50 n. s. 
* p<.05 

〇 

'

つ

4 ま と め

以上, 本研究では, 情報科の授業におけ る生徒の学習

意欲について, 高校生を対象 と し た質問紙調査によ っ て

探索的実態把握を行 った。 その結果, 本調査の条件下で

以下の知見が得 ら れた。

1 ) 「情報科の授業におけ る学習意欲が促進 さ れた場面

や理由」 について自由記述によ る調査を行っ た結果,
413 コ メ ン ト が得ら れた。 得 ら れた コ メ ン ト の質的

内容分析によ っ て, 学習意欲促進状況と し て15カ テ

ゴリ , 学習意欲減退状況と し て 5 カ テ ゴリ が抽出 さ

れた。

2 ) 情報科の授業におけ る生徒の学習意欲には, 性別や

得意 ・ 不得意意識等によ っ て差異が生 じ てい るこ と

が明 らかと な っ た。 性別では, 男子が女子に比べて

「 ICT に対す る興味 ・ 関心の高 さ」 と学習意欲の促

進に関連があ るこ と が示唆 さ れた。 ま た, 情報学習

に得意意識を抱 く 生徒では, 実習によ っ て学習意欲

が促進 さ れる反面, 不得意意識を抱 く 生徒では逆に

実習におけ る作業の難 し さが学習意欲を減退 させる

要因 と な るこ と が示唆 さ れた。

3 ) 「情報活用能力」 に対する習得期待と学習意欲と の

関連性では, 「情報活用の実践力」 , 「情報の科学的

な理解」 , 「情報社会に参画する態度」 のいずれに対

する習得期待も , 学習意欲を促進する要因と なり う

るこ と が示唆 さ れた。 特に 「情報の科学的な理解」

への習得期待が高い生徒は, 学習意欲を減退 し に く

い傾向が示 さ れ, 「情報の科学的 な理解」 への習得

期待 を高める学習指導の工夫が, 学習意欲の向上に

重要であると考え ら れた。

今後は, 本研究の質的内容分析によ っ て抽出 さ れたカ

テ ゴリ に基づいて, 情報科の授業におけ る生徒の学習意

欲を量的にアセス メ ン ト で き る測定尺度 を作成す る こ と

を課題と する。 その上で, 本研究で指摘 し た 「情報の科

学的な理解」 への習得期待と学習意欲と の関連性を検証

す る と共に, 具体的な授業改善の方策について実践的な

検討 を進める必要があ る。 こ れら についてはいずれも今

後の課題と する。 
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